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本
書
は
、
先
に
刊
行
し
た
『
王
朝
文
学
と
通
過
儀
礼
』（
竹
林
舎
）
の
発
展
と
し
て
企
画
し
た
も
の
で
あ
る
。『
王
朝
文
学
と
通
過
儀

礼
』
で
は
、
和
歌
文
学
や
物
語
文
学
の
世
界
に
お
け
る
通
過
儀
礼
の
様
々
な
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
企
図
し
た
。
そ
の
成
果
を
踏

ま
え
つ
つ
、
本
書
で
は
『
源
氏
物
語
』
と
通
過
儀
礼
（
本
書
の
見
出
し
に
は
「
人
生
儀
礼
」
の
語
を
用
い
る
）
の
関
わ
り
に
焦
点
を
絞
り
、

さ
ら
な
る
掘
り
下
げ
を
目
指
し
て
い
る
。『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
通
過
儀
礼
（
人
生
儀
礼
）
の
諸
相
、
あ
る
い
は
主
要
人
物
に
即
し
た

儀
礼
の
語
ら
れ
方
を
通
覧
す
る
こ
と
で
、
作
品
世
界
の
成
り
立
ち
に
迫
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
る
。
さ
ら
に
『
源
氏
物
語
』
に
お
け

る
儀
礼
歌
に
つ
い
て
も
、
本
格
的
な
考
察
を
目
指
す
。
物
語
中
の
儀
礼
歌
の
問
題
は
、
先
の
『
王
朝
文
学
と
通
過
儀
礼
』
巻
末
資
料

（「『
源
氏
物
語
』
通
過
儀
礼
一
覧
」
長
谷
川
範
彰
等
）
の
作
業
過
程
に
お
い
て
浮
上
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
儀
礼
の
描
写
の
意
味
す
る
と
こ

ろ
を
考
え
る
こ
と
と
軌
を
一
に
し
て
、
儀
礼
の
歌
の
あ
り
よ
う
に
眼
を
向
け
る
こ
と
。
そ
の
こ
と
を
と
お
し
て
、『
源
氏
物
語
』
の
作
品

世
界
の
骨
組
み
が
見
え
て
く
る
に
違
い
な
い
。

以
上
の
意
図
に
基
づ
き
、
本
書
は
以
下
の
よ
う
に
構
成
し
た
。

第
一
章
「
源
氏
物
語
に
お
け
る
人
生
儀
礼
」
で
は
、
生
誕
・
袴
着
・
元
服
・
裳
着
・
結
婚
・
算
賀
・
葬
送
・
法
会
な
ど
の
諸
相
を
軸
に
、

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
人
生
儀
礼
の
意
味
合
い
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
あ
わ
せ
て
『
落
窪
物
語
』『
う
つ
ほ
物
語
』
そ
し
て
平
安
後
期
物

語
と
の
比
較
、
さ
ら
に
は
源
氏
物
語
古
注
釈
や
江
戸
期
の
古
典
学
か
ら
、『
源
氏
物
語
』
の
儀
礼
の
あ
り
方
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。

第
二
章
「
源
氏
物
語
の
人
々
と
儀
礼
」
で
は
、『
源
氏
物
語
』
の
主
要
人
物
に
即
し
た
儀
礼
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
の
こ

と
を
と
お
し
て
、
儀
礼
の
枠
組
み
と
『
源
氏
物
語
』
の
人
物
造
型
や
主
題
性
と
の
関
わ
り
を
解
明
す
る
。　
　
　

第
三
章
「
源
氏
物
語
と
儀
礼
の
歌
」
は
二
部
か
ら
な
る
。
一
つ
目
は
『
源
氏
物
語
』
に
み
る
儀
礼
の
歌
を
考
え
る
も
の
。
二
つ
目
は
、
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儀
礼
歌
の
歴
史
か
ら
『
源
氏
物
語
』
を
考
え
る
も
の
。
物
語
研
究
と
和
歌
研
究
の
双
方
向
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
、『
源
氏
物
語
』

の
表
現
世
界
の
成
り
立
ち
の
機
微
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
る
。

な
お
、
巻
末
資
料
と
し
て
「『
源
氏
物
語
』
人
生
儀
礼
歌 

一
覧

─
付
・
八
代
集
に
み
る
参
考
歌
」
を
載
せ
た
。

儀
礼
を
軸
に
し
た
分
析
を
通
じ
て
、
第
一
章
か
ら
第
三
章
ま
で
の
諸
論
が
響
き
あ
い
、『
源
氏
物
語
』
の
語
り
や
歌
の
表
現
性
、
さ
ら

に
は
作
品
世
界
の
形
成
の
仕
組
み
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
本
書
が
『
源
氏
物
語
』
研
究
の
新
た
な
地
平
を
開
く

こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

力
の
籠
も
っ
た
ご
論
考
を
お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た
執
筆
者
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
出
版
を
快
く
お
引
き
受
け
く
だ
さ
っ
た

武
蔵
野
書
院
・
前
田
智
彦
社
長
と
、
編
集
を
御
担
当
く
だ
さ
っ
た
福
澤
香
南
美
氏
に
深
甚
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
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